
4
月
1
日
か
ら
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
ダ
イ

ヤ
が
改
定
さ
れ
ま
す
。
ど
こ
か
ら
何
時
の
便
が
出

て
い
る
の
？
と
い
う
と
き
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

右
下
の
「
三
豊
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
」
を
ク
リ

ッ
ク
。
路
線
と
時
刻
表
が
簡
単
に

分
か
り
ま
す
。
外
出
先
か
ら

携
帯
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ

と
も
で
き
る
の
で
便
利
で

す
。
日
ご
ろ
バ
ス
を
利

用
し
て
い
な
い
人
も
た

ま
に
は
バ
ス
に
乗
っ
て
、

ゆ
っ
く
り
と
窓
の
外
の
景

色
を
眺
め
る
と
、
新
し
い

三
豊
を
見
つ
け
ら
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

の みちしるべのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの みちしるべ
～市ホームページには情報が満載～ http://www.city.mitoyo.lg.jp/

目
的
地
ま
で
1
0
0
円
♪

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

4 日に 1 度、交代で集まり、朝日山森林公
園の木の剪定や落ち葉拾い、池の掃除をして
いる「朝日山森林公園を守る会」の皆さん。「地
域の人に楽しんでもらいたい」と 4月の桜ま
つりの準備にも勤しんでいます。「ここに来て
メンバーと話すことも楽しみのひとつです」
と、貞広茂樹会長。2000 本の桜が咲き誇るお
花見の名所は、52人のメンバーの温かく地道
な活動に支えられています。

三豊市の人口 ※平成25年3月1日現在　（　　）内は前月比

※香川県人口移動調査による世帯数 23,042 世帯（+18） 総人口 67,156 人（-56） 男 31,998 人（-29） 女 35,158 人（-27）

保健・相談

みとよ写真帳 ／ 編集後記

施政方針と予算

議会だより

春の桜まつり・イベント

ここ笑み通信 ～子育てするなら三豊が一番！～

みとよHOT ほっとNEWS（ホットニュース）

’s  深読みひろば

’s Information　みとよくらしのおしらせ

4月のお知らせ

住宅用太陽光発電システム設置費補助 ／ 
個人住宅の耐震対策補助額等の拡大 ／ 税務課からのお知らせ ／ 
国民年金のお知らせ ／ 人間ドック ／ 福祉サービス ／ 
空き家の登録 ／ 有害鳥獣駆除対策補助金　など

募集 ／ 相談 ／ 講座 ･教室 ／ イベント ／ 
納税のお知らせ ／ マリンウェーブ情報 ／ 国際交流協会

自主防災組織 ／ 定住 ／ 男女共同参画 ／ 
まちづくり推進隊 ／ 文化財

すくすくランドたくま広場 ／ 子育て応援サービス券 ／ 予防接種
　　  's Smile ふぉとぎゃらりぃ ／ 乳幼児健診　など
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トップページ右下にある
「三豊市コミュニティバス」
をクリック !

1　活気にあふれ、産業が躍動するまち
　2　豊かな自然と共生し、環境にやさしいまち
　　3　人々が助け合う、安全・安心なまち
　　　4　人々が支えあい、健康でいきいきと暮らせるまち
　　　　5　豊かな心を育み、文化を発信するまち
　　　　　6　ともに考え行動する、自らが創るまち

徹底した行財政改革を行った第1ステージから、次なる第2ステージ「田園都市み
とよ」の実現に向けた動きが加速し始めました。更なる発展を目指すための重点施策を
はじめ、本年度の取り組みを予算とともに紹介します。

第1回市議会定例会の初日となった3月1日、横山市長が平成25年度の施政方針
を力強く訴えました。
平成25年度一般会計当初予算の計上額は、287億円。「三豊市新総合計画」に示し

た6本の柱を礎とした予算編成になっています。

田園都市みとよを
創造する 本の柱6

　　　　　平成25年度施政方針と予算

協会



私
た
ち
を
取
り
巻
く
時
代
の
潮

流
は
、
日
々
、
厳
し
く
激
し
く
変

化
と
進
化
を
続
け
て
い
ま
す
。
緊

迫
す
る
国
際
情
勢
を
は
じ
め
、
超

少
子
高
齢
化
時
代
を
迎
え
た
人
口

構
成
の
問
題
、
こ
れ
ま
で
私
た
ち

が
当
た
り
前
の
よ
う
に
享
受
し
て

き
た
電
力
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、

ま
た
I
T
の
発
展
に
よ
る
情
報
入

手
の
手
段
や
量
も
、
飛
躍
的
に
進

化
し
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
再
び
政
権
交
代

が
起
こ
っ
た
日
本
国
家
は
、

1,
0
0
0
兆
円
強
の
借
金
を
さ

ら
に
積
み
上
げ
続
け
て
い
る
今
の

統
治
シ
ス
テ
ム
を
続
け
ら
れ
る
わ

け
が
な
く
、
今
後
の
流
れ
は
地
域

主
権
に
加
速
し
て
い
く
と
思
い
ま

す
。私

た
ち
が
、
こ
の
よ
う
な
変
化

と
進
化
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

「
今
ま
で
」
を
変
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の

で
、
大
変

勇
気
が
い

り
ま
す
が
、

そ
れ
が
三

豊
市
第
２

ス
テ
ー
ジ

の
背
景
に

な
る
と
思

い
ま
す
。

三
豊
市

発
足
後
、
本
市
が
目
指
す
べ
き
将

来
像
と
将
来
人
口
を
定
め
、
そ
の

10
年
間
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
示
し

た
「
三
豊
市
新
総
合
計
画
」
は
、

今
年
度
、
そ
の
前
期
に
あ
た
る
5

年
間
の
最
終
年
度
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
前
期
5
年
間
に
お

い
て
は
、
ま
ず
、
市
と
し
て
や
っ

て
い
け
る
財
政
力
の
基
礎
固
め
と

し
て
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を
実

行
す
る
と
と
も
に
、「
三
豊
は
ひ

と
つ
」
の
市
民
意
識
の
醸
成
に
取

り
組
み
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
お

か
げ
で
一
定
の
成
果
を
生
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
第
1
ス
テ
ー
ジ

で
の
成
果
を
経
て
、
昨
年
、
私
た

ち
は
、
次
の
目
指
す
べ
き
ス
テ
ー

ジ
の
姿
と
し
て
『
田
園
都
市
み
と

よ
』
を
掲
げ
ま
し
た
。

今
年
度
も
、
そ
の
実
現
に
向
け
、

三
豊
市
新
総
合
計
画
で
示
し
た
6

つ
の
基
本
目
標
に
基
づ
い
て
施
策

を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
今
、
本

市
が
直
面
し
て
い
る
課
題
を
成
長

動
機
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
を
乗
り

越
え
る
た
め
の
成
長
戦
略
を
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

そ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

 ①
市
民
自
ら
が
行
う
ま
ち
づ
く

り
活
動
の
推
進

 ②
地
域
資
源
を
活
用
し
た
交
流
・

定
住
人
口
の
増
加
と
観
光
振

興

 ③「
先
手
の
福
祉
」
の
推
進
に
よ

る
健
康
寿
命
の
延
伸

 ④
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
の
教

育
と
子
育
て
環
境
の
さ
ら
な

る
充
実

 ⑤
企
業
誘
致
、
地
域
産
業
の
振

興
と
み
と
よ
ブ
ラ
ン
ド
特
産

品
の
販
路
拡
大

 ⑥
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
支
援

に
よ
る
市
民
生
活
と
企
業
活

動
環
境
の
向
上

 ⑦
公
共
施
設
再
配
置
計
画
の
実

行
と
施
設
跡
地
利
用
計
画
の

検
討

ま
た
、
今
年
度
は
三
豊
市
の
地

域
内
分
権
「
元
年
」
の
年
で
す
。

昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
、
地
域
で
の
ま
ち
づ
く
り

組
織
が
4
月
1
日
か
ら
は
、
7
町

全
域
で
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
い
た

し
ま
す
。

本
格
的
な
「
市
民
力
」
と
「
地

域
力
」
の
連
携
に
よ
り
、
財
源
が

減
少
し
て
い
く
中
で
も
知
恵
と
行

動
力
で
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
が
展
開
さ
れ
る
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

◀まちづくりの設計書とも言える
「三豊市新総合計画」。現在、後期
計画の作成を進めています

　　平成25年度施政方針と予算

経
済
活
動
の
拡
大
が
未
だ

見
ら
れ
ず
、
主
要
自
主
財
源

で
あ
る
市
税
が
伸
び
悩
む
な

ど
極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
ま
だ
現
段
階
で
は
、

政
権
交
代
に
よ
る
不
確
定
な

要
素
が
あ
る
国
家
情
勢
で
は

あ
り
ま
す
が
、
全
市
を
あ
げ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
行
財
政
改
革
に
よ
り
捻
出

さ
れ
た
貴
重
な
財
源
を
、
市

民
生
活
に
大
き
な
役
割
を
果

た
せ
る
よ
う
、
第
五
期
実
施

計
画
に
掲
げ
た
必
要
性
の
あ

る
事
業
を
重
点
的
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
た
だ
、
今

後
は
合
併
特
例
の
消
え
る
交

付
税
1
本
算
定
の
時
代
に
入

っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
ま

で
と
は
次
元
の
違
う
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
方
針
の
下
に

編
成
し
た
平
成
25
年
度
一
般

会
計
当
初
予
算
は
、
歳
入
歳

出
2
8
7
億
円
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
次
の
と
お
り
新
総

合
計
画
に
示
す
6
つ
の
基
本

目
標
ご
と
に
、
そ
の
概
要
を

ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

当初予算 287 億円の概要

〜
田
園
都
市
み
と
よ
の
創
造
〜

市
政
運
営
の
所
信
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◆バイオマス資源化センター事業
1,076万4千円

「ごみはすべて資源である」という理念の下、「民間事業者
ができることは民間事業者で」という考え方で、家庭系バイ
オマス資源の再資源化施設を整備します。

◆火葬場建設事業
2億6,270万4千円

市内にある 4火葬場の老朽化が著しいため、北部地域に 1
施設・南部地域に 1施設の市内 2施設の火葬場の建設を進め
ています。25 年度は南部火葬場の実施設計、進入路の工事
などを予定しています。

◆情報通信基盤整備事業
5億5千万円

市内全域で超高速ブロードバンドが活用できるよう、未整
備地区の整備に対して補助金を交付します。

活
気
に
あ
ふ
れ

産
業
が
躍
動
す
る
ま
ち

豊かな自然と共生し
　　環境にやさしいまち

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
年
々
厳
し

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
市
の
基
幹
産
業

の
振
興
を
図
る
た
め
、
市
農
業
振
興
計

画
の
策
定
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
担
い

手
の
育
成
・
確
保
、
耕
作
放
棄
地
対
策

や
、
新
た
に
農
業
に
取
り
組
む
新
規
就

農
者
の
育
成
な
ど
、
よ
り
有
効
な
農
業

振
興
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
近
年
急
速
に
問
題
化
し
て
い

る
、
有
害
鳥
獣
の
駆
除
対
策
も
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

特
に
、
市
と
し
て
の
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
に
基
づ
き
、
優
良
農
地
の
確

保
を
図
り
、
農
地
の
利
用
集
積
率
を
高

め
、
担
い
手
農
家
の
経
営
規
模
の
拡
大

を
図
り
ま
す
。
併
せ
て
農
業
用
施
設
の

適
切
な
維
持
管
理
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
将
来
の
農
業
を
担
う
若
い
農

業
者
の
人
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
や
、
6
次
産
業
化
に
つ
い
て
も
進
め
、

本
市
農
産
物
の
販
路
拡
大
と
商
品
開
発

に
つ
い
て
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

地
域
経
済
を
支
え
る
市
内
地
元
企
業

の
さ
ら
な
る
振
興
の
た
め
、
昨
年
度
よ

り
開
始
し
た
「
が
ん
ば
る
企
業
応
援
事

業
補
助
金
」
に
つ
い
て
も
継
続
し
て
実

施
し
、
顕
著
な
成
果
を
挙
げ
た
企
業
に

つ
い
て
は「
三
豊
市
も
の
づ
く
り
大
賞
」

に
て
顕
彰
し
ま
す
。

ま
た
、
観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
は
、
粟
島
で
開
催
さ
れ
る
瀬
戸

内
国
際
芸
術
祭
を
契
機
と
し
て
観
光
振

興
だ
け
で
な
く
、
経
済
の
活
性
化
を
目

指
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
関
東
、
関
西
の
「
三
豊

市
ふ
る
さ
と
会
」
の
活
動
を
通
し
て
、

地
域
情
報
の
発
信
と
市
内
生
産
物
の
販

路
拡
大
等
に
加
え
、
企
業
振
興
や
知
名

度
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
さ
ら
に

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
も
若
者
の
住
宅
取
得

時
の
支
援
や
、「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」

を
利
用
し
た
各
種
定
住
施
策
を
展
開
す

る
こ
と
で
、
市
外
か
ら
の
流
入
を
促
進

し
、
魅
力
あ
る
「
み
と
よ
暮
ら
し
」
を

応
援
し
ま
す
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
次
世
代
産
業
を
含
め

た
企
業
の
積
極
的
誘
致
を
促
し
、
雇
用

機
会
の
確
保
・
拡
大
お
よ
び
税
収
の
増

加
を
図
り
ま
す
。
地
域
経
済
の
活
性
化

こ
そ
市
民
生
活
や
福
祉
充
実
の
源
流
だ

と
思
い
ま
す
の
で
、
市
長
と
市
議
会
の

政
治
テ
ー
マ
と
と
ら
え
、
な
お
一
層
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

主な新規事業・重点施策

主な新規事業・重点施策

  活気活気活気活活 にあにあにああにに ふれふれふれれふれ 産業産業産業産業産業産業業が躍が躍が躍がが躍がが 動す動すす動 るまるまるまるまるままちちち

  豊か豊か豊かかな自な自な自な 然と然と然と然と然とととと然とと然 共生共生共生共生共共生ししししし 環境環境環境環境境境境にやにやにやさしさしさししししししいまいまままちちち

◆市農業振興計画策定事業
649万9千円

県が示す農政の基本指針を踏まえ、市の基幹産業で
ある農業の振興方向と目標を明確にし、目標実現に向
けた施策や取り組みを明らかにするための基本指針を
策定します。

◆産業振興事業
1億7,853万3千円

がんばる企業応援事業補助金の交付などの支援策に
より、市民自らの手で立ち上がり、活気にあふれ、産
業が躍動するまちづくりを目指します。

◆瀬戸内国際芸術祭関連事業
3,480万1千円

「瀬戸内国際芸術祭 2013」が粟島でも開催されるこ
とを契機として、地域の活性化・市内への誘客を図り
ます。

◆定住促進事業
8,696万5千円

若者世帯の市内での住宅取得に対して補助金交付を
行うことで、移住・定住を促進します。併せて、移住・
交流人口の増加を図るための報償金の交付や、空き家
バンクの活用により移住・定住の促進に繋げます。

（
産
業
・
雇
用
）

（環境・生活）

▲担い手を育成・確保し、魅力ある
　地域農業の発展を図ります

▲瀬戸内国際芸術祭　粟島では 10月 5日～ 11月 4日に開催

「
循
環
型
環
境
都
市
」
こ
そ
田
園
都

市
み
と
よ
の
原
点
で
す
。
昨
年
か
ら
推

進
し
て
い
る
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効

活
用
で
は
、
い
わ
ゆ
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

が
複
数
の
民
間
企
業
に
よ
っ
て
開
始
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

情
報
通
信
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、

光
回
線
に
よ
る
情
報
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

を
民
設
民
営
で
市
内
全
域
に
今
年
度
内

を
目
指
し
て
整
備
を
進
め
、
情
報
イ
ン

フ
ラ
を
高
度
化
し
ま
す
。

竹
の
資
源
化
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
時
間
を
か
け
て
行
っ
て
き
た
産
学
官

で
の
共
同
研
究
開
発
の
成
果
を
い
よ
い

よ
具
体
化
す
る
た
め
、
安
定
し
た
供
給

体
制
づ
く
り
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

18
分
別
に
よ
り
、
ご
み
で
は
な
く
資

源
へ
と
進
化
し
た
家
庭
廃
棄
物
は
、
ト

ン
ネ
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
方
式
を
は
じ
め
、

新
し
い
資
源
化
を
民
設
民
営
方
式
に
よ

り
行
え
る
よ
う
具
体
化
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
新
火
葬
場
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
地
元
協
議
を
行
い
、
選
定
地
の
確
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定
と
基
本
設
計
、
実
施
設
計
を
行
い
、

着
手
に
向
け
て
最
小
の
コ
ス
ト
で
実
現

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
安
定
し
た

給
水
確
保
に
努
め
る
た
め
施
設
の
調
査

お
よ
び
適
切
な
修
繕
・
更
新
を
行
う
と

と
も
に
、
災
害
等
に
備
え
た
施
設
の
耐

震
化
を
図
り
安
定
的
な
給
水
機
能
の
維

持
に
努
め
ま
す
。

人々が助け合う
　　安全・安心なまち（安全・安心）

◀▲竹資源の利活用を推進し、放置竹林の解消を図ります

▲子育て応援サービス券は
　3歳までに拡大

◆防災一般事業（防災士育成業務）
305万円

今後予想される災害に備え、地域の防災リーダーを養成するため
防災士育成講座を実施します。

◆ため池ハザードマップ緊急支援事業
540万円

貯水量 10 万㎥以上のため池についてハザードマップを作成し、
市民の防災意識の向上、被害の回避と軽減を図ります。

有
事
の
際
の
業
務
継
続
計
画
を
策
定

し
ま
す
。
過
去
の
大
震
災
や
、
近
年
の

突
発
的
な
水
害
・
土
砂
災
害
の
経
験
を

踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
た
防
災
対

策
の
一
層
の
強
化
を
図
り
、
す
み
や
か

な
初
動
体
制
の
確
保
と
被
害
の
最
小
化

を
図
る
た
め
、
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
等

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
東
南
海
・
南
海
地
震
等
に
備

え
、
新
し
い
地
域
防
災
計
画
を
進
め
、

地
域
を
守
る
防
災
士
資
格
取
得
者
に
対

し
て
の
補
助
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

老
朽
た
め
池
の
改
修
、
高
潮
対
策
、

民
間
住
宅
耐
震
対
策
支
援
事
業
、
た
め

池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
緊
急
支
援
事
業
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
な
お
一
層
自
主

防
災
組
織
の
強
化
、
公
的
機
関
と
の
連

携
強
化
、
情
報
伝
達
の
仕
組
み
、
支
え

合
い
に
よ
る
地
域
社
会
が
で
き
る
よ
う

な
仕
組
み
づ
く
り
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

人
々
が
支
え
あ
い 

健
康
で

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち（
医
療
・
健
康
・
福
祉
）

健
康
こ
そ
が
、
田
園
都
市
み
と
よ
で

暮
ら
す
人
た
ち
の
最
高
の
幸
せ
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
地
域
の
若
者
か
ら
高
齢

者
ま
で
が
、
隔
た
り
な
く
集
い
、
活
き

活
き
と
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
な

が
ら
、
健
康
づ
く
り
活
動
を
行
え
る
生

涯
現
役
時
代
の
「
三
豊
市
総
合
型
文
化

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
仮
称
）」
の
理
念
、

つ
ま
り
「
先
手
の
福
祉
を
利
用
者
負
担

で
実
現
す
る
」
と
い
う
概
念
を
共
有
す

る
こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る
「
健
康
寿
命
」

を
延
ば
す
こ
と
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
各
種
健
診
の
受
診
率
の
向
上

に
数
値
目
標
を
立
て
て
取
り
組
み
ま
す
。

「
三
豊
市
地
域
医
療
あ
り
方
検
討
委
員

会
」
の
答
申
を
受
け
て
、
今
後
の
三
豊

◆子ども・子育て支援事業
360万円

子ども・子育て支援法に基づき、三豊市
子ども・子育て支援事業計画策定に必要な
ニーズ調査を実施します。

◆一人暮らし高齢者対策事業
　480万円

社会福祉協議会と連携を図り、市民への
周知・活動意欲のある人（自治会・介護予
防サポーター等）への研修等を実施し、一
人暮らしの高齢者の居場所を設置して、高
齢者の集いの場を提供します。

◆高瀬南部保育所建設事業
　8,272万円

現施設は建築後 40 年経過して老朽化し
ており、耐震診断結果も基準を下回ってい
るため、安心・安全の観点から早急な改築
を目指します。25 年度は民営化による委
託業者選定、用地取得に着手します。

▲▲自主防災組織を育成・強化し、　
　　地域防災力の向上を目指します

▲子どもが健やかに成長し、生み育てやすい
　まちづくりを構築します

主な新規事業・重点施策

主な新規事業・重点施策

 人々人々人々が助が助が助が け合け合け合け合けけ ううう 安安安全・全・全全・安心安心心なまなまままな ちちち

人々人々人々人々々々々々々々々々人々人人人 が支が支が支ががが支支えあえあえああえあいいいいいいいいいい
　 健健健健健康で康で康で康康で康 いきいきいきいきいきいいいきいきい と暮と暮と暮とととととと らせらせらせせるまるまるるるる ちちちち

市
医
療
機
関
の
方
向
性
を
検
討
し
、
地

域
医
療
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に

供
給
す
る
た
め
に
、
介
護
職
員
初
任
者

研
修
の
受
講
を
推
進
し
、
引
き
続
き
市

内
事
業
所
へ
の
就
業
支
援
を
図
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
こ

そ
三
豊
市
民
の
総
力
を
あ
げ
て
取
り
組

む
べ
き
テ
ー
マ
で
あ
り
、「
子
育
て
す

る
な
ら
三
豊
が
一
番
」
の
総
仕
上
げ
年

度
と
し
て
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
」
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

県
内
初
の
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い

る
子
育
て
応
援
サ
ー
ビ
ス
券
支
給
事
業

（
現
状
2
歳
ま
で
）
を
さ
ら
に
3
歳
ま

で
に
拡
大
し
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
同
じ
く
県
内
初
で
あ

る
一
般
不
妊
治
療
助
成
事
業
に
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
中
学
卒
業
ま
で
の
医
療
費
を

引
き
続
き
助
成
し
、
子
ど
も
の
保
健
の

向
上
と
福
祉
の
増
進
を
図
り
ま
す
。
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昨
年
よ
り
詫
間
地
区
で
先
行
し
て

開
始
さ
れ
た「
ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
」

の
活
動
を
機
に
、
各
地
域
で
は
、
熱

心
な
議
論
が
行
わ
れ
、
7
つ
の
地
域

で
の
推
進
隊
活
動
が
本
格
的
に
開
始

さ
れ
ま
す
。

今
年
度

は
、
自
主

事
業
な
ど

を
含
む
こ

れ
ら
推
進

隊
活
動
を

軌
道
に
乗

せ
る
た
め

の
支
援
を

積
極
的
継

続
的
に
行

い
ま
す
。

こ
れ
ら

推
進
隊
の

活
動
に
完

成
形
は
あ

り
ま
せ
ん
。

上
限
の
あ
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と
も
に
考
え
行
動
す
る

自
ら
が
創
る
ま
ち

（
人
権
・
住
民
自
治
・
行
財
政
）

教
育
施
設
の
非
構
造

部
材
耐
震
調
査
を
幼
稚

園
・
小
学
校
・
中
学
校

で
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
建
設
計
画
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
造
成
工
事

に
着
工
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
三
豊
市
立
学

校
再
編
整
備
基
本
方
針

で
は
、
小
学
校
数
は
現

在
の
25
校
か
ら
8
校
に
減
ら
す
計
画
で

す
。
こ
れ
は
も
は
や
、
ど
こ
が
ど
う
と

い
う
こ
と
で
な
く
、
三
豊
市
の
小
学
校

を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
作
り
直
す
、
す
べ
て

の
小
学
校
の
再
編
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
対
象
校
区
の
説
明
会
等
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

市
の
歌
は
定
着
し
て
き
ま
し
た
の
で
、

市
を
象
徴
す
る
花
と
木
を
市
民
み
ん
な

で
決
め
る
委
員
会
を
設
置
し
、
市
の
一

層
の
統
一
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
ま
す
。

◆山本地区新設小学校建設事業
2億5,165万4千円

　辻・河内・大野・神田小学校児童のよりよい教育環境を整備し、充実し
た学校教育を実現するため、4小学校を統合し、新設小学校を建設します。
平成28年度の開校を目指して、用地買収・基本設計・実施設計を行います。

◆財田地区新設小学校建設事業
4,390万円

財田上・財田中小学校児童のより良い教育環境を整備し、充実した学
校教育を実現するため、２小学校を統合し、新設小学校を建設します。
平成 28年度の開校を目指して、基本設計・実施設計を行います。

◆学校施設耐震化推進事業
2,481万8千円

非構造部材（外壁、天井材、備品等）の補強のため、市内の幼稚園、
小中学校の現状を把握するための調査を実施します。

主な新規事業・重点施策

主な新規事業・重点施策

豊か豊か豊か豊 な心な心な心心な心を育を育を育ををを みみみみ 文化文化文化文 を発を発を発発発発発信す信す信す信す信 るまるまるまるまるまちちち

ともともももももに考に考に考ににににに え行え行え行行行行動す動す動す動するる 自ら自ら自ら自自自自自自自自自自自自自自自自 が創が創が創ががががが るまるままちちち

◆地域内分権推進事業
9,844万7千円

各町のまちづくり推進隊に交付金を交付し、事業の助言・運営
支援および検証を行います。また、運営支援としてまちづくり推
進隊役員に対しての人材育成研修を行います。

◆合併振興基金管理事業
5億円

合併特例債を活用し、将来の財源のために新規で基金の積み立
てを行います。

◆総合計画策定事業
861万円

新総合計画（前期基本計画）策定から 5年目を迎えており、前
期の事業総括と後期基本計画の策定を行います。

る
交
付
金
の
中
で
、
地
域
の
皆
さ
ま
が

ど
ん
ど
ん
知
恵
を
出
し
、
自
ら
が
自
主

的
に
行
動
す
る
ま
ち
づ
く
り
こ
そ
が
、

三
豊
市
の
目
指
す『
田
園
都
市
み
と
よ
』

の
描
く
地
域
の
姿
で
も
あ
り
ま
す
。

  

今
年
は
巳
の
年
で
す
。
巳

が
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
脱
皮
す

る
よ
う
に
、
私
た
ち
も
「
過

去
の
時
代
か
ら
未
来
に
向
か

っ
て
大
き
く
進
む
年
」
で
す
。

「
嬉
し
い
事
」、「
楽
し
い

事
」
だ
け
で
な
く
、
今
ま
で

の
事
で
私
た
ち
に
と
っ
て
本

当
に
何
が
必
要
か
を
一
旦
立

ち
止
ま
り
考
え
る
時
期
だ
と

思
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
交
付
税
１
本
算

定
を
視
野
に
入
れ
た
交
付
税

減
額
が
平
成
28
年
度
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
私
た
ち
は
第
２

ス
テ
ー
ジ
に
進
む
に
あ
た
っ

て
、
今
ま
で
と
は
次
元
の
違

う
改
革
が
必
要
で
す
。
運
営

に
お
い
て
は
徹
底
し
た
民
間

委
託
、
一
つ
の
市
に
複
数
必

要
の
な
い
施
設
は
徹
底
し
て

廃
止
、
必
要
な
も
の
で
も
徹

底
し
た
ロ
ー
コ
ス
ト
で
の
建

設
、
学
校
施
設
も
も
ち
ろ
ん

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私

た
ち
は
今
後
も
甘
い
財
政
運

営
は
少
し
も
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

地
方
の
財
政
は
火
の
車
で

す
。
三
豊
市
も
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
国
の

財
政
は
も
っ
と
火
だ
る
ま
で

す
。
そ
し
て
、
厳
し
い
行
財

政
改
革
を
地
方
ば
か
り
に
押

し
つ
け
て
今
日
ま
で
し
の
い

で
い
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
借

金
が
加
速
す
る
と
大
胆
な
行

政
改
革
な
し
に
は
い
く
ら
経

済
が
活
性
化
し
て
も
抜
け
出

せ
ま
せ
ん
。
冒
頭
申
し
上
げ

た
よ
う
に
、
必
ず
地
域
主
権

の
方
向
に
舵
を
き
ら
ざ
る
を

得
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
地
域
主
権
は
決
し

て
甘
い
制
度
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
私
た
ち
に
権
限
財
源
が

回
っ
て
く
る
代
わ
り
に
責
任

が
付
加
さ
れ
て
き
ま
す
。
市

民
が
主
役
の
時
代
で
す
が
、

主
役
に
な
る
こ
と
は
、
社
会

が
何
か
し
て
く
れ
る
の
を
期

待
し
て
待
つ
受
身
の
姿
勢
で

は
な
く
、
若
者
か
ら
高
齢
者

ま
で
み
ん
な
が
自
分
の
で
き

る
範
囲
で
力
一
杯
、
社
会
貢

献
す
る
こ
と
で
す
。

地
域
主
権
の
時
代
は
、「
公

共
」
も
新
し
い
も
の
に
な
る

と
思
い
ま
す
。「
公
共
」と
は
、

市
役
所
の
こ
と
と
い
う
の
は
、

30
年
前
の
考
え
方
で
す
。
市

役
所
は
、
職
員
数
を
今
後
も

削
減
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ

し
て
今
ま
で
市
役
所
が
や
っ

て
い
た
こ
と
を
、
市
民
の
皆

さ
ま
や
N
P
O
、
民
間
企
業

が
で
き
る
こ
と
は
、
開
放
し

て
ま
い
り
ま
す
。
経
費
が
安

く
、
み
ん
な
が
参
加
で
き
る
、

そ
れ
が
新
し
い「
公
共
」で
す
。

い
よ
い
よ
三
豊
新
時
代
。

子
や
孫
の
次
世
代
の
た
め
に

も
、
地
域
と
時
代
に
あ
っ
た

活
動
を
合
言
葉
に

活
力
あ
る
『
田
園

都
市
み
と
よ
』
を

全
員
参
加
で
つ
く

り
あ
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え

ま
す
。
時
間
は
進
み
、

時
代
は
変
化
し
て
い

ま
す
。
後
ろ
を

振
り
返
ら
ず
、

過
去
の
成
功

体
験
に
す
が

る
こ
と
な
く

前
を
向
い
て
、

新
生
三
豊
市

を
目
指
し
て
、

三
豊
市
第
2
ス
テ
ー
ジ

に
向
か
っ
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

議
員
各
位
、
そ

し
て
三
豊
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
支
援

を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

豊かな心を育み
文化を発信するまち（教育・文化）

　　平成25年度施政方針と予算
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自主
財
源

依存
財
源

義務
的
経
費

その
他
経
費

61.4%

7.7%

7.1%

5.4%

37.1%

3.0%
1.1%

38.6%

26.2%

3.1%

6.6%

2.7%

110億7,652万6千円
（11.6%増）

40.5%

18.5%

11.6%

10.4%

116億2,217万2千円
（1.1%減）

43.9%

19.2%

12.0%

9.7%

2.6%

0.4%
125億9,227万9千円

（6.3%増）

15.6%

15.6%

44億8,554万9千円
（22.0%増）

176億2,347万4千円
（1.6%増）

75億1,056万4千円
（0.4%減）

市税

8億8,969万6千円
（8.0%増）

分担金・負担金、
使用料・手数料

18億8,628万4千円
（140.3%増）

財産収入・寄附金・
繰入金・繰越金

7億8,998万2千円
（2.3%増）

諸収入

15億4,430万2千円
（5.7%減）

県支出金

1億1,820万円
（2.9%増）

維持補修費

52億9,998万3千円
（2.6%減）

人件費

33億3,829万5千円
（4.2%増）

扶助費

29億8,389万4千円
（3.8%減）

公債費

44億8,554万9千円 （22.0%増）

普通建設事業費・災害復旧費

55億1,246万円
（9.6%増）

物件費

27億7,980万3千円
（7.7%減）

補助費等

34億3,822万8千円
（2.5%増）

繰出金

7億4,358万8千円 （2.6%増）
積立金・貸付金・投資および出資金・予備費

20億2,727万2千円
（1.8%増）

国庫支出金

8億6,600万円
（2.7%減）

各種交付金

22億1,390万円
（24.0%増）

市債
3億2,200万円

（6.1%減）

地方譲与税

106億円5,000万円
（0.5%減）

地方交付税

287
億円

（5.2%増）

287
億円

（5.2%増）

投資的経費

※（　）は前年度予算額との比較です

※（　）は前年度予算額との比較です

歳入

歳出

122013年4月広報2013年4月 広報13

歳入
依存財源：国や県から交付されたり、割り当てられたりする財源（地方交付税、国庫支出金、県支出金など）
自主財源：市が自主的に収入できる財源（市税、使用料、財産収入など）

歳出
義務的経費：その支出が義務づけられ、任意に節約ができない経費（公債費、人件費、扶助費）
投資的経費：道路や施設などの整備に使う経費（普通建設事業費、災害復旧費）
その他経費：上記以外の経費（物件費、補助費等、積立金など）

を
み
ん
な
で
育
む
市
民
力
都

市
・
三
豊
」
を
実
現
す
る
た
め
、

三
豊
市
新
総
合
計
画
で
６
つ
の

分
野
ご
と
の
基
本
目
標
を
設
定

し
、
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
新
総
合
計
画
を
具

現
化
す
る
た
め
に
毎
年
実
施
計

画
を
策
定
し
て
お
り
、
25
年
度

は
第
5
期
実
施
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、

第
5
期
実
施
計
画
に
掲
げ
る
事

業
を
実
施
す
る
た
め
、
基
礎
的

財
政
収
支
（
市
債
を
除
い
た
歳

入
と
公
債
費
を
除
い
た
歳
出
と

の
収
支
）
の
黒
字
を
絶
対
的
条

件
と
し
て
、
積
極
的
か
つ
効
果

的
な
財
源
の
配
分
を
行
い
ま
し

た
。ま

た
、
引
き
続
き
「
事
業
評

価
制
度
」
に
よ
り
、
計
画
し
た

施
策
や
事
業
の
手
法
・
効
果
を

そ
の
都
度
見
直
し
、「
選
択
と

集
中
」
を
も
っ
て
事
業
展
開
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

歳
入

歳
入
予
算
の
う
ち
、
使
い

道
が
決
め
ら
れ
て
い
な
い
一

般
財
源
と
し
て
、
主
な
も
の

で
は
市
税
75
億
1
’0
5
6
万

4
千
円
（
前
年
度
比
▲
0.
4

%
）、
地
方
交
付
税
1
0
6
億

5
’0
0
0
万
円
（
前
年
度
比

▲
0.
5
%
）、
地
方
譲
与
税
・

交
付
金
11
億
8
’8
0
0
万
円

（
前
年
度
比
▲
3.
6
%
）
な
ど

を
計
上
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

も
、
厳
し
い
経
済
状
況
や
国
の

動
向
を
反
映
し
て
の
減
収
見
込

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
の
「
貯
金
」
で
あ

る
基
金
か
ら
の
繰
入
金
は
、
17

億
7
’3
3
9
万
円
（
前
年
度

比
+
1
5
8.
6
%
）
と
な
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
小
学
校
や
火

葬
場
な
ど
の
大
型
建
設
事
業
に

取
り
組
む
た
め
の
増
額
計
上
で

す
。一

方
、
市
の
「
借
金
」
で
あ

る
市
債
に
つ
い
て
は
、
22
億

1
’3
9
0
万
円
（
前
年
度
比

+
2
4.
0
%
）
を
計
上
し
て

い
ま
す
。
臨
時
財
政
対
策
債
や

合
併
特
例
債
な
ど
交
付
税
措
置

の
あ
る
有
利
な
も
の
に
限
定
し

て
計
上
し
、
引
き
続
き
基
礎
的

財
政
収
支
は
黒
字
を
堅
持
し
て

い
ま
す
。歳

出

歳
出
予
算
の
う
ち
主
な
も
の

と
し
て
は
、
人
件
費
は
52
億

9
’9
9
8
万
3
千
円
（
前
年

度
比
▲
2.
6
%
）、
公
債
費
は

29
億
8
’3
8
9
万
4
千
円（
前

年
度
比
▲
3.
8
%
）
を
計
上

し
て
い
ま
す
。
職
員
の
定
員
適

正
化
計
画
の
推
進
や
、「
借
金
」

で
あ
る
市
債
を
抑
制
し
て
き
た

こ
と
に
よ
り
前
年
度
比
減
と
な

っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
扶
助

費
は
33
億
3
’8
2
9
万
5
千

円
（
前
年
度
比
+
4.
2
%
）
で
、

障
害
者
・
障
害
児
福
祉
費
の
増

に
よ
り
前
年
度
比
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

投
資
的
経
費
は
、
44
億

8
’5
5
4
万
9
千
円
（
前
年

度
比
+
2
2.
0
%
）
で
、
前

述
の
小
学
校
や
火
葬
場
な
ど
の

大
型
建
設
事
業
の
ほ
か
、
情
報

通
信
基
盤
整
備
の
支
援
を
は
じ

め
、
個
人
設
置
型
合
併
浄
化
槽

や
市
道
の
整
備
な
ど
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
根
幹
施
設
設
備
の
整

備
の
た
め
、
限
ら
れ
た
財
源
を

重
点
的
か
つ
効
果
的
に
配
分
し

ま
し
た
。

そ
の
他
の
経
費
で
は
、
補
助

費
等
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

積
立
金
や
物
件
費
な
ど
に
つ
い

て
は
、
新
し
い
基
金
の
創
設
に

よ
る
積
立
金
の
増
額
や
、
瀬
戸

内
国
際
芸
術
祭
開
催
に
伴
う
委

託
料
や
学
校
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

機
器
更
新
に
よ
る
増
額
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

会　計　名 平成25年度当初予算額 平成24年度当初予算額

地域農産物利用促進センター事業特別会計 0 18,400
商品券事業特別会計 0 213,400
国民健康保険事業特別会計 8,500,000 8,855,000
国民健康保険診療所事業特別会計 205,000 231,000
後期高齢者医療事業特別会計 1,818,000 1,810,500
介護保険事業特別会計 6,780,000 6,620,000
介護サービス事業特別会計 98,000 92,000
集落排水事業特別会計 163,000 159,000
浄化槽整備推進事業特別会計 226,000 225,000
港湾整備事業特別会計 20,000 21,000

特別会計の計 17,810,000 18,245,300

水道事業会計 2,559,962 2,549,709
病院事業会計 「永康病院・西香川病院」 1,837,165 1,801,826

合　　計 4,397,127 4,351,535

一
般
会
計
は
対
前

年
比
5.
2
％
増
の

2
8
7
億
円

　
　
　
　
　
　

 

25
年
度
の
一
般
会
計
予
算

総
額
は
、
前
年
度
比
14
億

3,
0
0
0
万
円
、
率
に
し
て

5.
2
％
増
の
2
8
7
億
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

三
豊
市
で
は
、「
“豊
か
さ
”

■特別会計

■企業会計

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
財
政
課

　

☎
73
・
3
0
1
0

【用語解説】

単位：千円

単位：千円

3333333333888888888888 2222222222222222222222228888888888 000000000033,4444444444333333333333333888888888 22222222222222222222228888 000000000003,444444333333333333888888888888888888888888,,,,,22222222222222222222222222222222222888888888222228888888888888888,,,0000000088,,,,0000000000000033333333333888888888888 222222222222222222288888888,,0000000000

数
見字るで
平
成
25
年
度
予
算

　　平成25年度施政方針と予算
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